
学
校
で
の
い
じ
め
防
止

　

家

庭

と

の

連

携

は

校
舎
の
耐
震
調
査

　

今

後

の

計

画

は

民
生
費
の
不
用
額

　
　

そ

の

内

容

は

ＮＰＯ・ボランティアまつり

　事 業 の 内 容 と 評 価 は

新生児訪問指導

　　市 民 の 声 は

重

点

施

策

決

算

の

評

価

ご
み
減
量
対
策

市
の
財
政
状
況

基

金

の

状

況

委
員　

平
成
15
年
度
の
小
学
校
で

の
い
じ
め
は
、
０
件
と
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
ど
う
い
っ
た
状

況
を
と
ら
え
て
の
も
の
か
。

　

ま
た
、
い
じ
め
を
な
く
す
た
め

に
は
、
家
庭
で
の
親
と
子
供
の
会

話
が
重
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

指
導
室
副
主
幹　

電
話
相
談
等
で

い
じ
め
の
相
談
は
あ
っ
た
が
、
こ

れ
は
単
発
的
な
も
の
で
継
続
し
て

い
る
い
じ
め
は
な
か
っ
た
と
と
ら

え
て
い
る
。

指
導
室
長　

家
庭
で
の
会
話
は
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
学
校
だ
よ
り

や
学
校
か
ら
の
資
料
等
を
使
い
な

が
ら
、
会
話
を
し
て
も
ら
う
よ
う

保
護
者
会
等
を
通
じ
お
願
い
を
し

て
い
る
。

委
員　

市
で
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
、
校
舎
の
耐
震
調
査
を
開
始
し

た
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
耐
震
調
査
に
基

づ
い
て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
計

画
を
立
て
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
耐
震
調
査
後
の
補
強
方

法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

15
年
度
か
ら
の
３
か

年
で
校
舎
の
耐
震
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
を
見
な

が
ら
耐
震
化
計
画
を
ま
と
め
る
こ

と
に
な
る
が
、
既
に
調
査
が
終
わ

っ
た
分
は
、
現
在
、
都
市
建
設
部

と
協
議
中
で
あ
る
。

　

補
強
方
法
は
、
全
面
改
修
や
一

部
改
修
等
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

都
市
建
設
部
と
協
力
し
な
が
ら
、

早
急
に
計
画
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

委
員　

平
成
15
年

度
の
特
別
枠
事
業

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
費
が
予
算
化

さ
れ
て
い
る
。
15

年
11
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
ま
つ
り
が
行
わ
れ
た

が
、
事
業
の
内
容
と
そ

の
評
価
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

市
民
交
流
事
業
推
進
担

当
主
幹　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
は
、

15
年
11
月
22
日
の
土
曜

日
を
中
心
に
、
府
中
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
及
び
府

中
駅
北
口
広
場
を
利
用

し
て
開
催
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
対
す
る
理
解
が
、
注
目
度

の
割
に
十
分
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
団
体
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
と

い
う
趣
旨
で
開
始
し
た
が
、
今
後

は
、
更
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
開
催
し
て

い
き
た
い
。

▲昨年のNPO・ボランティアまつりから

委
員　

平
成
15
年

度
の
新
生
児
は
、

２
１
４
４
人
と
聞

く
。

　

そ
こ
で
、
保
健

師
の
体
制
や
訪
問

先
で
の
具
体
的
な

指
導
内
容
を
聞
き

た
い
。
ま
た
、
市

民
の
声
や
新
た
な

展
開
が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

健
康
推
進
課
長　

新
生
児
訪
問
指

導
で
の
実
人
数
は
、
６
３
５
人
で
、

職
員
体
制
は
、
保
健
師
８
人
で
、

地
区
割
り
に
よ
り
各
々
訪
問
し
て

い
る
。　

　

指
導
内
容
は
、
保
護
者
の
話
を

聞
き
、
養
育
不
安
を
解
消
す
る
こ

と
で
あ
る
。
市
民
か
ら
は
、
﹁
大

変
喜
ん
で
い
る
﹂、﹁
感
謝
し
て
い

る
﹂
等
の
声
が
あ
る
。

　

新
た
な
取
組
は
、
更
に
き
め
細

か
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
多

く
の
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
。

委
員　

平
成
15
年
度
、
民
生
費
の

不
用
額
が
、
７
億
２
６
０
０
万
円

余
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
主

な
内
容
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
う
ち
契
約
差
金
は

ど
の
程
度
あ
る
か
。

財
政
課
長
補
佐　

民
生
費
は
、
力

を
入
れ
た
施
策
で
は
あ
っ
た
が
、

実
績
で
は
利
用
等
の
目
標
が
下
回

っ
た
こ
と
が
、
主
な
不
用
の
要
因

で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
知
的
障
害
者
入

所
援
護
費
が
約
１
４
０
０
万
円
、

私
立
保
育
所
入
所
運
営
費
が
約
２

７
０
０
万
円
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
が
約

１
億
７
４
０
０
万
円
等
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
契
約
差
金
は
３
億

２
０
５
６
万
円
で
あ
る
。

委
員　

平
成
15
年
度
は
、
基
金
の
有
効

活
用
で
基
金
を
約
48
億
円
取
り
崩
し
、

又
、
約
17
億
円
を
積
み
立
て
、
一
方
で

市
債
を
発
行
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
財
源
を
市
と
し
て
ど

こ
に
重
点
配
分
し
た
か
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

15
年
度
は
、
子
育
て
支
援

な
ど
民
生
費
に
お
い
て
積
極
的
予
算
を

編
成
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
心
身
障

害
者︵
児
︶ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
が
１
億
４
６
３
５
万
８
千
円
、
子
育

て
支
援
中
核
施
設
購
入
費
が
３
億
５
７

０
０
万
円
、
児
童
扶
養
手
当
費
が
４
億

３
６
８
万
２
千
円
、
学
童
ク
ラ
ブ
整
備

・
増
築
事
業
費
が
５
４
６
６
万
３
千
円

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

委
員　

当
初
、
積
極
増
額
予
算
と
し
て

組
ま
れ
た
平
成
15
年
度
予
算
が
、
決
算

を
迎
え
た
。

　

そ
こ
で
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
、
ま
た
評
価
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

15
年
度
決
算
で
は
、
歳
出

で
は
、
32
事
業
を
見
直
す
と
と
も
に
、

こ
の
財
源
で
46
の
新
規
事
業
、
23
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
で
き
、
子
育

て
支
援
を
始
め
と
し
て
、
福
祉
、
環
境
、

教
育
な
ど
、
市
民
要
望
に
沿
っ
た
事
業

が
実
施
で
き
た
と
考
え
る
。

　

今
後
も
、
経
常
収
支
比
率
90
％
以
下

を
目
標
に
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
組
を
し
て
い
き
た
い
。

※
経
常
収
支
比
率
⋯
一
般
財
源
の
う
ち
、
人

件
費
な
ど
の
経
常
経
費
が
占
め
る
割
合

委
員　

基
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
資
金
を
積
み
立
て
、
一
時
的
な
経
費

増
に
備
え
、
財
政
負
担
の
平
年
化
や
将

来
予
測
さ
れ
る
必
要
経
費
の
財
源
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
あ
る
と
思
う
。

　

臨
時
的
又
は
一
時
的
な
行
政
需
要
も

弾
力
的
に
吸
収
し
て
、
他
の
施
策
に
影

響
を
生
じ
な
い
よ
う
基
金
を
活
用
す
る

こ
と
も
、
財
政
調
整
の
機
能
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成
15
年
度
の
剰
余
金
の

積
立
て
状
況
と
、
15
年
度
末
の
基
金
総

額
を
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

15
年
度
の
剰
余
金
の
積
立

て
状
況
は
、
財
政
調
整
基
金
に
１
億
円
、

公
共
施
設
整
備
基
金
に
３
億
円
を
そ
れ

ぞ
れ
積
み
立
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
15
年
度
末
の
基
金
総
額
は
、

４
１
７
億
５
０
５
１
万
６
千
円
で
あ
る
。

委
員　

平
成
15
年
度
に
環
境
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
か
ら
、
今
後
10
年
間
で
、
ご
み
50
％

減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
率
50
％
達
成
に
向

け
て
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
目
標
達
成
に
向
け
て

具
体
的
な
体
制
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

16
年
度
は
、
意
識
啓

発
の
た
め
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が

一
体
と
な
り
、
市
民
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参

運
動
を
開
始
し
、
ま
た
、
推
進
体
制
づ

く
り
と
し
て
は
、
地
域
に
お
い
て
、
ご

み
減
量
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
ご

み
対
策
推
進
員
の
連
絡
組
織
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

委
員　

平
成
15
年
度
の
財
政
力
指
数
、

経
常
収
支
比
率
、
公
債
費
比
率
を
そ
れ

ぞ
れ
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
数
字
を
見
な
が
ら
、
市

は
、
15
年
度
の
財
政
を
ど
の
よ
う
に
判

断
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

財
務
部
長　

財
政
力
指
数
は
、
１
・
１

７
５
、
経
常
収
支
比
率
は
、
従
前
の
方

式
で
の
計
算
で
91
・
７
％
、
公
債
費
比

率
は
９
・
１
％
で
あ
る
。

　

５
年
連
続
で
、
経
常
収
支
比
率
は
、

90
％
を
超
え
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
運
営
を
行

う
た
め
に
は
、
70
〜
80
％
が
望
ま
し
い

と
い
わ
れ
て
る
中
で
は
、
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

区　　　　分 最終予算額 収入済額 支出済額
収入率
（％）

執行率
（％）

一　般　会　計

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険

老人保健医療

介 護 保 険

競 走 事 業

公 共 用 地

下 水 道 事 業

受託水道事業

火災共済事業

平成15年度各会計別歳入歳出決算の状況

  744億1896万6千円

  161億1581万円　

  141億8479万4千円

　 82億4098万2千円

  933億4680万1千円

　 28億7532万2千円

　 　47億7727万9千円

　 22億6038万円

　　　    999万3千円

  741億3589万9千円

  160億4650万5千円   

　136億8321万円

　 77億9702万5千円

  913億5754万4千円

　 28億6696万円

　 　47億3136万2千円

　 20億2539万8千円

　　　   426万7千円

99.6

99.6

96.5

94.6

97.9

99.7

99.0

89.6

42.7

  727億1248万7千円

  160億4203万3千円     

138億5896万8千円

　 77億6189万1千円

  912億5633万8千円

26億4059万円　　

　 　46億9330万6千円

　 20億2539万8千円

　　　   237万2千円

97.7

99.5

97.7

94.2

97.8

91.8

98.2

89.6

23.7

歳入  741億3589万9千円 歳出  727億1248万7千円

平成15年度一般会計決算款（科目）別内容
かん

※

市　　　債 30億9390万円 （4.2％
）

都
支 出 金 61億5120万6千円（

8.3％
）

国庫支出金 77億3071万6千円（
10.4％

）

そ
の 他 153億8317万4千円（

20.8％
）
そ
の 他 54億 511万4千円（7.

4％）

土
木 費 65億9537万4千円（9.

1％）

公
債 費

71億 548万7千円（
9.8％

）衛
生 費

72億4316万7千円（
10.0％

）

教
育 費 88億2017万5千円（

12.1％
）

総
務 費 93億1495万4千円（

12.8％
）

民
生 費 282億2821万6千円（

38.8％
）

市　　　税 417億7690万3千円（
56.3％

）
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